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医療法人友紘会

◎友紘会据合病院
“やさしさ”さしのべる

開かれた医療を目指して

11珊Ⅰ55隼5日の開院以来「地域医癖の俺となる」

をモットーに運常してまいl）ました　このl甘粕に

救急1矢舶二ノJをいれ、お陰様で地域の基幹病院の

・／ノとして／㌻日にいたりました

微力ではございますが地域医療の　一環を糾い、

職員・l打努力してまいる所存ですので、1－t二しく

覧琵琶姦突詰孟諾選良　林　豊行（8馴リ
L

l

馳しこ

〆・イ・牢言霊
完壷画題頭

む　＿せ

諾療時間　AM9二00PM12：00PM4こ306：30　ただし土曜EjAM9：00PM12：00・急患は24時間受付

〒567▼0059　管不市満水1丁目34番1号　TEL．0726－41－2488　http：homepage3．nlfty．coml▲yukouka

◎彩都友紘会病院

奈良友紘会病院

〒639－0212

奈良県北葛城郡上牧町服部台5丁目2番1号

Tel．0745・78－3588

攣藁璽陽還芸
撃警芸人
サー∴二二二三二二

〒578－0954東大阪市横枕1番31号

TeL072－965－0731

西日本初の民間がん治療病院と

して、内祝鋭手術、放射線治療、

化学療法、線和ケアなどを組み≡
合わせ、がん患者様とともに、

がんの治療を行います。

また、免疫療法や温熱療法にも

取り組みます。

〒567－0085茨木市彩都あさぎ7丁目2番18号　Tel．072－641－6898

http：／／／www，Saito・yukoukai－hp．」p／
（e・mail）saito＠yukoukai．com

皆生温泉病院
介欝療養型医療施設　ゆうゆうの里

言：■・・・∴∴：．

〒633－0002

鳥取県米子而皆生新田3丁目7番8号

Tel．0859－32－9009（代）

〒634－0045橿原市石川町81番地
Tel．0744－27・1071

西大和

リハビリテーション病院

〒639・0214

奈良県北葛城郡上牧3238－6

Tel．0745－71－6688

介護付有料老人ホーム

要誉祭器警
■■　　rrrrrrl・．・rH1日

等塾墨些皐塵訟
〒639－0214北葛城郡上牧町上牧323817
Tel．0745－71－7878
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∩
甘
ご
挨
拶

江
風
会
会
長

大
嶋
啓
史
（
1

6
期
生
）

江
凰
会
会
H
の
皆
様
に
は
益
々
ご
健
棒
で
ご
活
躍

の
事
と
存
じ
ま
す
平
素
は
、
江
帆
会
清
動
に
ご
理
解

と
ご
協
力
を
賜
り
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

さ
て
、
人
∴
川
の
会
報
誌
は
四
年
ぶ
り
に
全
会
‖

の
皆
様
に
お
届
け
す
る
こ
と
が
出
来
ま
す
こ
と
、
非
常
に
姉
し
く
思
っ

て
お
り
ま
す
。
本
年
l
月
早
々
よ
り
会
報
誌
編
集
会
議
を
持
ち
、
企
画

の
立
案
や
編
集
に
も
役
員
の
皆
様
方
の
ご
協
力
を
頂
き
、
充
実
し
た

内
容
に
す
る
こ
と
が
出
来
た
の
で
は
な
い
か
と
m
心
っ
て
お
り
ま
す
ペ
ー

ジ
数
も
通
常
の
倍
の
卜
六
ペ
ー
ジ
と
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
・

会
員
の
皆
様
に
は
、
存
在
時
代
を
思
い
出
し
て
頂
き
、
江
風
会
へ
の
参
加

や
同
期
会
、
ク
ラ
ブ
O
B
会
の
開
催
等
の
紬
に
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
っ

て
お
り
ま
す
。
こ
の
会
H
の
親
睦
こ
そ
が
江
風
会
第
」
の
目
的
で
あ
り
ま
す

又
、
第
二
の
目
的
で
あ
る
現
役
亘
へ
の
支
指
に
も
人
■

7
後
益
々
力
を
は

い
で
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
・
昨
隼
度
よ
り
‥
時
中
断
し
て
お
り

ま
し
た
「
後
援
会
」
1
ク
ラ
ブ
支
援
な
ど
ー
へ
の
緩
助
も
再
開
さ
せ
て

頂
き
ま
し
た
。
■

又
、
東
淀
川
高
校
・
普
通
課
総
合
喪
択
制
の
∴
中
日
を
迎
え
た
現

役
生
に
対
し
て
は
、
各
分
野
で
ご
活
躍
中
の
先
輩
諸
氏
の
講
演
会
等

も
企
画
し
た
い
と
役
目
一
同
、
考
え
て
お
り
ま
す
人
′
後
共
、
余
日
の
皆

様
方
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
よ
り
一
層
の
ご
押
解
と
ご
協
力
を
頂
き
ま

す
よ
う
束
ね
て
お
願
い
申
し
卜
げ
ま
す

。
甘
普
通
科
総
合
選
択
制
に
つ
い
て
耶
離
校
長

4
日
に
は
、
普
通
科
総
合
選
択
制
へ
完
全
に
移
行
い
た
し
ま
し
た
普

通
科
総
合
選
択
制
に
つ
い
て
二
組
黒
目
い
た
し
ま
す
L

l
期
生
（
5
5
期
牛
現
在
3
隼
牛
）
、
2
期
生
（
5

6
期
生
規
在
2

隼
性
）
は
、
前
期
人
で
首
選
抜
で
も
あ
り
、
高
倍
率
に
な
り
ま
し
た

が
、
今
年
の
4
日
に
人
で
い
た
し
ま
し
た
訂
期
せ
か
ら
は
、
後
期
入
学

者
選
抜
に
．
尻
り
ま
し
た

本
校
の
普
通
科
総
人
目
選
択
制
は
、
牛
従
の
進
路
、
興
味
、
関
心
に
よ

り
2
年
生
よ
り
希
望
す
る
6
つ
の
エ
リ
ア
（
理
数
・
科
学
エ
リ
ア
、
医
療
・

生
命
エ
リ
ア
、
歴
史
・
文
化
エ
リ
ア
、
国
際
・
社
会
エ
リ
ア
、
教
育
・
発

達
エ
リ
ア
、
ス
ポ
ー
ツ
・
健
康
杵
学
エ
リ
ア
）
か
ら
1
つ
選
択
し
、
学
習
し

ま
す
・
ま
た
、
進
路
実
現
や
興
味
関
心
か
ら
、
0
0
を
超
え
る
日
出
選
択

科
目
よ
り
、
生
徒
の
希
望
す
る
科
目
を
2
・
3
年
生
の
2
年
間
で
1
0

付
目
選
択
し
学
習
す
る
と
い
う
大
阪
独
白
の
新
し
い
形
の
学
校
で
す
。

伝
統
あ
る
「
‖
ト
・
目
し
り
＝
」
の
精
神
や
学
習
活
動
、
学
校
行
事
、
部

活
動
を
引
き
継
ぎ
、
そ
れ
に
こ
の
新
し
い
総
合
選
択
制
の
シ
ス
テ
ム
を

加
味
し
た
東
淀
川
高
等
学
校
に
な
っ
て
い
ま
す
て

ま
た
、
絶
入
＝
選
択
制
で
は
、
学
校
独
日
の
ユ
ニ
ー
ク
な
科
目
（
学
校
設

ハ
疋
科
目
と
い
う
）
や
エ
リ
ア
別
の
特
別
講
義
や
講
演
会
、
進
路
ガ
イ
ダ

同
窓
会
の
皆
様
に
は
、
常
日
ご
ろ
か
ら
東
淀
川

高
校
〈
川
高
こ
い
ご
文
枝
い
た
だ
き
深
く
感
謝
申

し
卜
げ
ま
す
東
淀
川
・
．
‖
両
性
は
、
平
成
封
1
年
1
日

よ
り
押
通
村
松
人
目
選
択
制
へ
と
移
行
1
ノ
、
八
′
隼
の

ン
ス
な
ど
牛
従
が
将
来
の
進
路
や
生
き
る
力

を
育
む
た
め
の
学
習
活
動
が
あ
り
ま
す
部

活
動
も
含
め
、
こ
れ
ら
の
教
育
活
動
古
史
施

す
る
の
は
、
サ
校
だ
け
で
は
難
し
い
面
も
多
々

あ
り
ま
す
同
窓
会
の
皆
様
の
お
力
も
ぜ
ひ

お
貸
し
陳
え
れ
ば
と
考
え
て
お
り
ま
す

‥
堰
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
東
淀
川
高
等
学

校
の
よ
き
伝
統
を
し
っ
か
り
と
引
き
淋
ぎ
つ

つ
、
普
通
科
絶
入
‖
選
択
制
を
契
機
ヒ
し
て
、

さ
・
．
り
な
る
充
実
発
展
に
向
け
て
教
職
‖
一
丸

と
な
二
⊥
甲
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
の
で
、
同

窓
よ
の
皆
様
に
は
ご
理
鮒
の
仁
、
ご
と
托
ご

協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す

表紙／／徽久保申義一（心輝）［11期】

現在　梅花女子大学教授　博士（芸術学）

毎日寄道展審査会員
じんぎ吟う

尋牛舎々長

【
二
ユ
し
シ
ー
ラ
ン
ト
地
震
】

お
悔
や
ふ
申
し
上
げ
ま
す
。

2
月
2
2
日
、
ニ
ュ
ー
■
シ
ー
ラ
ン
ド
地

震
で
、
東
淀
川
高
校
・
昭
和
引
1
年

（
銅
期
）
卒
蔦
、
大
枚
市
北
区
出

身
、
看
護
師
を
さ
れ
て
王
∵
h
力
∵
ト

玉
野
裕
子
さ
ん
が
お
亡
く
な
り
に

な
ら
れ
ま
し
た
。

阪
神
・
淡
路
大
震
災
の
時
は
、
救
護

活
動
に
奔
走
さ
れ
た
そ
う
で
す
。

‥
心
よ
り
二
冥
福
を
お
祈
り
申
し
上

け
ま
す
。

【
東
日
本
大
震
災
】

お
見
舞
い
と
お
悔
や
み
を

申
し
上
げ
ま
す
。

3
月
1
1
日
に
発
生
し
ま
し
た
東

日
本
大
震
災
に
お
き
ま
し
て
、
被

害
に
遭
わ
れ
ま
し
た
皆
様
に
‥
心
よ

り
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
と
と

上
）
に
、
棟
椎
に
な
ら
れ
ま
し
た

万
々
と
、
二
遠
縁
の
皆
様
に
対
し

ま
し
て
、
深
く
お
鳩
で
ふ
申
し
上

げ
ま
す
。
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TOPページは目次です。左と右と中央にメニューが並んでいます。苗字をクリックすると各ページに入ることができます。

上郡の黄色胃の「主工風会」「50周年記念」「HELPJもメニューです。「江風会」をクリックすると、江風合に関するサブメニューが出てきます

江風会ホームページNOW！

新しくUPしたページを紹介。

同窓会イベント報告NOW！

同窓会などの報告。

同窓会イベント案内

これから開催される同窓会など

を紹介。（自分に該当する会が

ないか、チェックしてください）

江風会会員掲示板

会員だけが書き込める掲示板

（皆さま、ご利用ください〉

琶理人プロク

管理人（11期生・児玉）がホー

ムへ－ジ管理を通して感じた事

などをプロクで紹介。

I・・・・・、・・　・　　Jヽ、－

！〉Flい

■¶－■▲01こ、l

無料配送

クエ凰会心・んへ、リHOWl

管理人です

’‘・・∴∴．．ン●

■仙■－1

Ⅳ■‾‾三■′ンク蒐

江見会

．rld∴∴l一打に

l Pル1・■／リ1．‾j川．つ．†こPTA∴LIiに

l P川l・」Hi■ん．lll．■1，1日iしけに

付tli■．：み

1「

∴叫

2010こlとき∴馳二㌧

20101付目．．l．t山　上

∴紆

tQ■1POHyイルTT＿掛りいqlJ71ビリ　サ　■イノ▲トルrJい）

Tlle川；：

The川＝t

「江凰会に関するサフメニュー」には、

員会や構会の記録、過去の会報の

DFファイルをご覧いただけます。

呈牧知析

′1凪会レポート

川13環2010

日凸㌧hlゝtun1

1．飢J与Ⅰの川芯

2．根絶I封転

：Ll二極【月少の埼代

：tJ．臼や（芸か一九血の吼）

4＿持7拍右

b．柏　か

6．1：l凰会J名前の由よ

右メニューには、雑誌感覚で読める

記事を用意しています。

「温故知新」ならぬ「温佼知新」では、昔

の川高、今の川高を知ることができます。

「川忘’s history」は、知らなかった川高

の篤くような（少々オーバーですね）歴
史を紹介しています。

古い資料を調べたり、当時を知る方に記

事を書いてもらったりしています。

また、会員の方から「こんな事を調べて欲

しい」という依頼から誕生したページも

あります。皆さまも川高の歴史で知りたい

ことがあったら問合わせください。

問合わせは、上部メニュー（左メニューも可）のrお問合せ」をクリッ

クすると、アドレスの入った新しいメッセージ作成が聞きます。

会員塁領すると、「川音アルバム」
「恩師のページ」などのページに
入れます。

†・新規登録をクリック

21登録画面にユーザー名（アルファへッ
トで。ニックネームOK）とパスワード（半角英数で4字～10

字）、メールアドレスを入力・送信

3承認メールが届いたら、メールに記載されている指示に従って

登録完了する。2度自以降はユーザー名とパスワードで入れ
ます。

もし上手く萱録できない時は、

「お問合わせ」から管理人にメール下さい

一・∴・・、／、・．∴　十三㌔　＿

ニー∴一、・・

アイティーソリューションズ株式会社
代表取締役社長　　　　〒140－0001東京都品川区北品川l－8，11Daiwa品川Northビル6F

高山明直（11期）　℡03．5715＿2805 〈H P〉www．itsol．co．jp

〈e－maiF〉takayama＠itsol，CO．jp
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紹介したい同窓生 （江風会ホームへ一シから）

「川高卒業生には、すごい人いっぱいいるんやで」という高山さん（11期生）の声から生まれた「紹介した

い同窓生」のコーナーです。「現役の川高生に東淀川高校の先輩たちのがんばってる姿を知って欲しいん

や」、これも彼の声です。

この1年、「紹介したい同窓生」として紹介いただいた4人の方々を取材して、「川高って面白い人をいっぱ

い輩出した学校やったんや」との思いを深くしました。その歩んでこられた人生を知り、人柄に触れる事がで

き、毎臥共感で胸が熱くなりました。

詳しいインタビュー内容をぜひホームページでご覧下さいね。これからもこのコーナーを充実させたいと

思っています。（児玉）

艇介したいl司鷺生

西宮一眼［】陣lこきん（4！明生）

バー「ノナリティ

桜井一枝きん（81明年）

琵太小長哲理人

謹上誓治きん（1こ！l明年〉

友払会だ含病院院良

材堅持さん（8判竺〉

堀口博侶さん（4期生）

画萩として自由に描くために、あえて2足のワラジを

堀口さんは「フランス美の革命展INルーブルクランプ」督」など数々の軍曹暦を

持つ画家であり、阪急十三駅西改札口すく’にある居酒屋「富五郎」の店主でもありま

す。金沢美摘工芸大字（油絵科）卒業すく＼実家の割烹料理屋を商う父が亡くなり・店

を祖く1形で居酒屋「富五郎」を始められました。7年間絵筆を持たなかったのですが・

絵を渇望する自分の内面に気付き、再び画家の道を進まれました。しかも、居酒屋の店

主を続けながらです。店をやることで画家としての世界も広がるのを実感されている

ようです。ちなみに、恵子さんの詠士さんもJl偏出身、31期生です。

（己の稔はルーフル工jてこ】詑′壬の宣命屈」ウランプリ受口■ノ乍【憲．〕

桜井一枝さん（8桐生）

大阪弁でしゃべるパーソナリティ第1号になって

ラジオから桜井さんの気さくで温かい大阪弁が流れてくると、ホッとします。「ありがとう浜村浮です」「河日直

也＆桜井一枝のうきうき土曜リクエスト」「麿さん・一枝の艶歌でOH胤こ」

「日曜さくらい倶楽部」などパーソナリティ桜井さんは数多くの番組を持って

おられます。桜井さんがアナウンサーを目指し始めたのは、なんと小学校6年

生の時から。中学高塵と放送部でした。短大卒業後、テレビタレントセンター

で修行し、憧れの「ヤンリウ」のレギュラーに抜擢されるのです。高校同韻の向

井さんと結婚し、色々あったけど「ママタレ1号」として活躍されてきました。

（石の写真は「河田口的＆撞井一桟のうきうき＝配リウエストよし」）

（12期生）

そこで知った田舎暮らしの楽しさから「田舎ごっこ倶楽部」を発足されます。

でも、中々田舎にいけない。それで自分の住む天満で「自分にとって気持

ちの良い空間」を作りたいと、2005年ライブハウス「舌太小屋」を開設さ

れました。「苦太小屋」では、苦楽ライフ・お芝居・映画祭・落語会など．

が開催されています。また、高校時代にやっていたフォークのライフも続け

ておられます（オリジナル曲のギターの弾き語り）。

こ′王㌻真・二言、呂吉ノトJlミTC・ライフ杏仁∋く旭雷rこちてす）

林豊行さん（8期生）

医科大卒業8年目に、いきなり大病院を建設

三工風会元会長として、現在のう工風会の基軸を作られた林さんは、お医壱さまです。33歳の勤務医時代に・

前からの夢であった友紘会総合病院を創設されました。地域が必要としてい

た「設備の整った救急病院」でした。当時千里ニュータウンには大きな救

急病院はなかったので、沢山の命が救われました。

そして、平成19年彩都友紘会病院を開設されました。現在、私たちが

一番望む「癌治療」に特化した病院です。すっと時代を見極め、スタッフ

の力を一つに特集させるリーダーとしてがんばってこられました。

（写真はr彩郡友7：L会病軋てすJ P‾　4
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5Jj23日（日）10時、llより、杜校Ilけ食堂にて、総会が開かれましたし，あい

にくの雨で総会の出席者は19名でした。総会では役員会提出の議案書の

説明、承認が行われました　今回はリニューアルされた「江風会ホームペー

ジ」が、パソコン画面で糾介されました

「役員が念頭に㌍いてるのは、江風会活動が会日の目に見える形にしていくことです」（副会良・松本忠芙∫一）

「稔含選択制になって、今年は1．71倍という高僧準になりました」也域の各中学校からは20名以上の生徒を送っていただけま

した。地元に根ざした学校になってきたと思っています」（鎌‖勇雄校長）

／1二後からは懇親会が開かれました。卒業生23人、教職員5名の参加がありました。出席者全員がショートコメントをしました。

母校への思い、現況などユーモアを交えての楽しい報告でした。

懐かしい再会もあり、新しい√11会いもあった／㌢牢の懇親会でした‖

大阪府立栗淀川高等学校同窓会会報　6



川高玄関前はお祭リー色。工夫さ

れたアートに「川志祭」にかける

川高生の意気込みが感じられます。

「特等」のお宮さま。何にしようか、迷ってしま

いますよね。左の二人は、江風合のメンバーです。

当りが出て、お客さま以上に増しそうです。

r r

2010年9月11日（七）、「第56匝川卜高祭」が開催され

ました。江風会では毎年「川高祭」に参加していま

す。2号館の1階、PTAのバサー会場の並びに、江風

会ブースの「アメでクジ」が開設されました。

「アメでクジ」は、中が見えない箱からアメを引きま

す。色によって、特等から4等まで、空クジなしの景品

がもらえる楽しいゲームです。

江風会ブースでは、前日の短時

間で会場となる教室の大掃除・

設営・飢り付けでスタッフがて

んやわんや。お蔭で索礪らしい

‘■江風会7－ス…となりました。

‾】’ゆ

．鈴

ri r：「…　／　ノ　／「■

売L金は毎年全て、生徒会に寄付します。2010年

は過去般高の売れ行きでした。スタッフの背さま、“江

風会ブース”に来てFきった皆さま、本当にありがとう

ございました。

＿「川高慧」の詳しいレポートは

「江風会ホームページ」でご覧になれます。

抒

川高祭をがんばったのは江風会役員だけではありません。

毎年一緒に「アメでウシブース」を運営する強力なスタッフ

が何人もいるのです。崇品の買出し、前田の設営、当日の

運営、そして後片付けまで、多くのメンバーによって支えら

れています。そしてそのメンバー全てが「高校生に戻ったよ

うで楽しいから」と、参加されています。11、16、33、34、

43、44縄生と様々な年代のスタッフが力を合わせました。

江風会フースは、訪問してくれた在校生・OB・OG・PTA

さん達との絆を深めてくれますね。

7　大阪府立乗淀川高等学校同窓会会報



q
社
風
会
を
巡
る
画
っ
の

こ
の
声
は
、
昨
年
9
月
5
H
、
7
期

生
同
窓
会
に
役
員
2
人
で
特
別
参

加
し
た
際
に
聞
い
た
も
の
で
す
。

や
っ
ぱ
り
気
に
し
て
く
れ
て
た
ん

や
、
と
思
い
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
7
期

生
の
先
輩
に
こ
う
説
明
し
ま
し
た
。

「
実
は
4
年
前
の
役
員
会
で
し
た
。

こ
の
ま
ま
い
っ
た
ら
江
風
会
は
破
綻

す
る
な
。
会
費
収
入
も
段
々
減
る

し
、
広
告
は
こ
の
不
景
気
で
ア
カ
ン

し
、
な
ん
と
か
せ
な
ア
カ
ン
な
あ
、
と

思
い
ま
し
た
が
＝
・
策
が
出
て
こ
ず
、

経
費
の
大
部
分
を
占
め
る
会
費
の

送
料
を
削
る
と
い
う
と
こ
ろ
に
落
ち

着
き
、
し
ゃ
あ
な
い
、
会
費
払
っ
て
へ

ん
人
に
は
勘
弁
し
て
も
ら
お
か
、
と

い
う
こ
と
で
会
費
納
入
者
と
新
卒

業
生
に
、
前
年
以
前
の
3
年
間
の
卒

業
生
に
限
定
し
て
送
る
こ
と
に
し

ま
し
た
」
。

予
想
通
り
、
会
費
納
入
音
数
は

更
に
徐
々
に
減
少
し
て
い
き
ま
し

た
。
会
の
財
政
は
豊
か
と
は
と
て
も

言
え
ま
せ
ん
が
、
健
全
な
方
向
へ
と

向
か
い
つ
つ
あ
り
、
よ
う
や
く
今
回
、

全
会
員
に
送
付
す
る
ま
で
に
回
復

で
き
ま
し
た
。
江
風
会
は
会
員
（
卒

業
生
・
旧
教
職
員
）
の
善
意
で
な
り

た
っ
て
お
り
ま
す
。
（
小
松
）

い
え
い
え
、
大
嶋
会
長
は
1

6
期

生
や
し
、
若
い
4
3
期
生
の
南
君
、
来

期
（
H
2
3
年
度
）
は
4
4
期
生
の
新

人
も
入
る
予
定
で
す
。
が
、
や
っ
ぱ

り
1
1
期
生
が
多
い
よ
う
で
は
あ
る

わ
な
あ
、
し

こ
れ
に
は
大
し
た
訳
は
あ
り
ま
へ

ん
が
、
実
は
い
ろ
い
ろ
あ
り
ま
。
つ
ま

る
と
こ
ろ
、
人
と
人
と
の
繋
が
り
や

な
。
キ
ー
ワ
ー
ド
は
、
「
同
期
」
と
「
信

頼
」
か
な
■
・
〉
あ
い
つ
に
言
わ
れ
た
ら
、

「
い
や
や
」
て
言
わ
れ
へ
ん
し
な
。
「
i

j

わ
れ
た
そ
の
と
き
は
損
得
ぬ
き
や

も
ん
な
あ
。
商
売
も
よ
う
似
て
る

け
ど
。
江
風
会
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
そ
の

も
の
や
け
ど
、
人
様
の
た
め
に
動
く

の
も
、
こ
れ
も
ま
た
え
え
か
。
い
や
、

人
様
の
た
め
に
生
き
る
ち
ゆ
う
こ

と
は
人
生
の
目
的
そ
の
も
の
や
ど
、

と
誰
か
が
言
う
で
た
で
。
そ
う
か
、

人
生
の
目
的
か
、
人
生
の
ほ
ん
ま
の

目
的
は
、
社
会
貢
献
を
通
じ
て
最

後
に
人
間
的
成
長
か
。

こ
ん
な
会
話
を
し
な
が
ら
、
第
3

代
会
長
の
1
1
期
生
・
同
宗
が
初
代

会
長
8
期
生
・
林
先
輩
か
ら
引
き
受

け
、
次
の
会
長
を
1
1
期
生
片
岡
に

頼
み
、
片
岡
が
「
俺
は
お
金
解
ら
へ
ん

か
ら
、
小
松
（
1
1
期
生
）
お
前
、
会
計

頼
む
」
。
「
色
気
も
い
る
か
ら
、
松
本

さ
ん
（
1
1
期
生
）
ネ
ゴ
シ
エ
イ
シ
ョ
ン

板
む
は
」
。
ま
た
小
松
が
「
こ
れ
か
ら

は
I
T
や
、
児
玉
さ
ん
（
1
1
期
生
）

ホ
ー
ム
ペ
⊥
ン
輪
む
は
」
、
「
上
目
（
1
1

期
生
）
、
会
の
道
営
が
お
か
し
い
言

う
ん
や
っ
た
ら
、
お
前
手
伝
え
」
て
な

こ
と
で
今
日
の
1
1
期
生
ぽ
っ
か
り
に

至
り
ま
し
た
。

み
ん
な
江
風
会
の
こ
と
を
思
う

強
い
気
持
ち
か
ら
で
す
。
で
も
こ
の

絆
は
、
4
3
歳
の
と
き
の
1
1
期
生
同
窓

会
か
ら
で
す
。
み
な
さ
ん
、
江
風
会

を
活
用
し
て
こ
れ
か
ら
も
同
窓
会

ど
ん
ど
ん
や
っ
て
く
だ
さ
い
。
そ
れ

で
、
せ
や
け
ど
、
北
々
も
6
1
歳
で
す
。

も
う
年
で
す
。
若
い
人
達
、
年
寄
り

に
は
任
さ
れ
へ
ん
、
わ
し
が
や
っ
た
る

と
い
う
気
持
ち
で
役
員
会
に
早
く

来
て
く
だ
さ
い
。
（
小
松
）

中村製菓イ紅白上用饅頭」

日
本
で
は
古
来
よ
り
慶
事
に
紅

日
の
餅
や
饅
頭
を
配
る
と
い
う
風

習
が
あ
り
ま
す
。

日
高
の
卒
業
式
で
も
紅
∩
饅
頭
が

お
祝
い
と
し
て
卒
業
生
に
配
ら
れ
て

い
ま
す
。

こ
れ
は
い
つ
か
ら
始
ま
っ
て
い
る

の
か
っ
二

現
在
お
願
い
し
て
い
る
中
村
製

菓
さ
ん
に
お
開
き
し
た
と
こ
ろ
、

「
2
7
～
2
8
年
前
か
ら
作
っ
て
い
る
が
、

そ
れ
以
前
の
こ
と
は
判
ら
な
い
」
と

の
こ
と
で
し
た
。

昨
年
、
そ
の
紅
n
饅
頭
が
卒
業

式
か
ら
消
え
る
か
も
し
れ
な
い
と
い

う
危
機
が
あ
り
ま
し
た
。

以
前
か
ら
の
慣
例
と
し
て
饅
頭

の
費
用
は
、
江
風
会
と
P
T
A
の
両

者
で
負
担
し
て
い
ま
し
た
が
、
実
状
両

学
校
側
を
通
じ
て
「
P
T
A
は
今
年

か
ら
饅
頭
を
や
め
て
他
の
記
念
品

を
贈
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
、
江
風

会
で
全
額
費
朋
を
負
如
し
で
欲
し

い
。
」
と
い
う
申
し
入
れ
が
あ
り
ま

し
た
。
江
凧
会
の
役
員
会
に
て
討
議

し
た
結
果
、
「
費
用
負
机
は
増
え
る

が
日
本
の
よ
き
伝
統
は
残
し
て
い
こ

う
ご
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
紅
白
饅

頭
が
卒
業
式
か
ら
消
え
る
か
も
し

れ
な
い
と
い
う
危
機
は
回
避
さ
れ
ま

し
た
⊥
大
嶋
）
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そ
の
後
懇
親
会
を
食
鷺
で
行
う
予

定
で
す
．
■
懐
か
し
い
同
級
生
や
山
卜

食
菅
の
料
理
を
是
非
堪
能
し
て
い

た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
⊥
南
）

山
下
食
堂
、
自
分
は
卒
業
し
て
か

ら
も
年
に
2
～
3
回
は
利
用
さ
せ

て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
安
く
て
早

く
て
お
い
し
い
メ
ニ
ュ
ー
が
た
く
さ
ん

あ
る
の
で
、
卒
業
し
て
か
ら
も
利
用

す
る
人
、
結
構
い
る
よ
う
で
す
。

卒
業
し
た
ら
、
食
堂
は
利
用
で
き

な
い
と
思
っ
て
お
ら
れ
る
方
、
実
は

卒
業
生
な
ら
ば
学
校
の
受
付
で
名

前
を
招
け
ば
利
用
で
き
る
の
で
す

ぜ
ひ
食
べ
に
行
っ
て
く
だ
さ
い
。
食
党

の
お
ば
ち
ゃ
ん
も
元
気
に
頑
張
っ
て

お
ら
れ
ま
す
。
営
業
時
間
は
、
‖
り
1

金
の
1
1
時
か

ら
、
放
課
後

の
1
6
時
ま
で

∵

・

】八
7
年
の
江

風
会
総
会
は

5
＝
2
9
日

（
‖
）
で
す

林
会
長
の
頃
、
「
同
窓
会
館
が
欲

し
い
ー
・
」
の
い
丹
が
あ
り
、
「
校
庭
の
片

隅
に
で
も
作
れ
な
い
だ
ろ
う
か
」

「
せ
め
て
川
高
の
中
に
同
窓
会
や
を

も
ら
え
な
い
だ
ろ
う
か
」
と
、
学
校

と
交
渉
を
重
ね
た
の
で
す
が
、
椎
々

の
理
由
に
よ
り
厳
し
く
－
結
果
、

断
ら
れ
て
い
た
そ
う
で
す

平
成
1
1
年
1

2
月
の
臨
時
総
会
で

選
出
さ
れ
た
国
宗
会
長
当
時
、
創

」
止
50周
年
を
平
成
1

6
年
に
揮
え
て

資
料
を
置
く
部
尾
が
必
要
で
し

た
．
■
駕
年
念
願
叶
い
、
よ
う
や
く

「
江
胤
会
宅
」
が
誕
生
し
ま
し
た

P
T
A
と
仇
へ
何
で
す
が
、
こ
れ
ま
で

や
む
な
く
弊
料
や
ア
ル
バ
ム
を
役
員

七
で
預
っ
て
い
た
車
を
考
え
る
と
、

ト
ド
．
・
．
■
1
．
・

で
すた

た
、
ど

う

し

て

も

夜
の
会
議

が
多
い
た

め
、
江
風
会

宴
を
利
用

す
る
に
は

制
限
が
多
す
ぎ
て
今
の
と
こ
ろ
無

印
な
の
で
す
－
．
⊥
－
い
う
の
も
、
学

校
な
の
で
上
目
は
駄
目
、
平
日
で
も

正
時
ま
で
し
か
駄
目
と
い
う
こ
と

で
、
仕
事
を
持
っ
て
活
動
す
る
役
E
i

た
ち
の
会
議
に
は
使
え
ま
せ
ん
■

し
か
し
、
江
風
会
の
ス
ペ
ー
ス
を

持
て
た
の
は
素
晴
ら
し
い
こ
と
で
す

ね
■
、
皆
さ
ん
、
何
か
資
料
、
情
報
を

お
持
ち
で
し
た
ら
提
供
し
て
く
だ

さ
い
・
．
お
願
い
し
ま
す
ノ
（
松
本
）

う
も
の
で
す
池
‖
ふ
■
つ
ゑ
校
長
は

す
ぐ
に
快
話
し
て
卜
さ
い
ま
し
た

そ
う
し
て
平
成
1

2
年
9
日
、
初
の

“
江
凧
会
ギ
ャ
ラ
リ
ー
．
の
ブ
ー
ス
参

加
と
な
り
ま
し
た
・
4
期
牛
の
l

由i

家
・
棚
‖
博
㍍
さ
ん
、
4
期
生
の
ィ
ラ

ス
ト
レ
ー
タ
ー
・
西
村
玲
r
さ
ん
が

肯
崇
隕
な
作
目
肌
を
快
く
貸
し
て
下
さ

い
ま
し
た
そ
れ
以
来
、
毎
年
宰
業

牛
、
在
校
牛
、
P
T
A
さ
ん
の
唯
一
の

交
流
の
場
と
な
っ
て
い
ま
す
・
何
卜

歳
と
齢
が
離
れ
て
い
て
も
、
後
継
達

の
か
わ
い
い
こ
と
1
、
先
輩
遠
の
頼

も
し
い
こ
と
－
∴
丈
化
祭
詳
細
は
、

川
L
H
M
、
江
風
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
お

知
ら
せ
し
て
い
ま
す
（
松
本
）

いろんな分野で活躍されている

先輩・後輩方の息吹を

どんどん膨らませて■・・

5工風会の活力にしていけること。

11期（3名）、47・50・52期

（各2名）、16・43・44・46・51
吾蒜箭完〉

0．現役時代、食堂の

利用度は？

・全く利用しない（0）

・月に1度（1）

・月に2．3回（3）・週1回（2）

・過2．3回（3）・ほぼ毎日（5）

0．あなたの好宅なメニュー

は南でした？

・カツ（6）・オムライス（4）
インディアン（3）

・カレー（2）・カレーラーメン（2）

・きつねそば・テンプラうどん

・唐揚げ・ジュース＆アイス

・卵丼tめん類・ミルクティー

「
江
風
会
室
」
を
学
校
内
に
貸
し

て
頂
け
な
い
か
の
お
願
い
に
併
せ
て
、

も
う
一
つ
お
願
い
を
い
た
し
ま
し
た
〔

当
時
の
池
E
み
づ
ゑ
校
長
に
強
く

お
駆
い
し
て
、
在
校
時
か
ら
「
江
風

会
」
の
存
在
と
、
そ
の
活
動
を
理
解

し
て
傾
き
た
い
と
、
「
川
島
祭
」
の
時

に
P
T
A
ブ
ー
ス
が
あ
り
ま
す
が
、

汗
風
左
ム
も
7
－
ス
を
卜
さ
い
ー
と
い

．ノノ　知らなかった先輩後釜と知り合えた。

■＼利害関係のない話ができる場は貴重です。

酒が美味しい！
‾‾→一、、－、

風会活動してると＼

気が上向いてきた。／烏
／仕事とは関係のない活動やけど

今回の「山下食堂のアンケート」

を取って、全然しゃべる機会のなかった

後墜たちとしゃべれて良かったです。

良い仲間たちと

活動できるのが楽しいです。

「紹介したい同窓生」の取材で、

その人の人生に触れることができて、

いつも元気がもらえます。

＼
＼
．
．
．
り
∴

でか仕事も上手くいきだした。

今まで以上に忙しい日々、

＼、どっちもがんばってま。

9　大阪府立棄淀川高等学校同意会会報



8月29日（臼）母校山下食

堂にて。30年ぶりの同窓会は、

参欄〕人数86名と大成功でし

た。今回の機に新たな友好を

深めることができましたことに

皆、大変喜んでおります。

5月22日（士）、夕方6時から大阪市北区・喫茶「キングオフキンクス」

にて。出席者は、山崎文雄先生と、同窓生43名です。東淀川高校16

期生は、卒業した年から毎年必ず同窓会を開催しています。

［東淀川高校16閉会プロク　http：／／kauJako．seesaa．net／］

l Fと〕［三●≡］Lu 巨引 J同 臨 吾妻

1 0 月 1 6 日 （土 ）、 参 加 者 は 8 名 。

5 0 年 前 に 時 間 軸 が 戻 り、 時 間 を

忘 れ た 菜 しい ひ と時 で した 。 又 、

2 次 会 の 「新 宿 御 苑 散 策 」 も 初

め ての 人 もお られ た様 で …、 充 実

の 一 日でした。

三軍相は同窓会ホLムへ－シ（httD二　kofLトkai．com htnll■）

の「イへント章呂告」からこGになれます E｝http：〟kofu－kai．com／html／modules／d3blog／

大阪府立東淀川高等学校同窓会会報10



蓄
畠

10月31日。約100名が参加しました。

この会に先立ち、卒業アルバムから器械体操部員をスキャンしたスライドが作成

されました。それを皆さんに見ていただき、とても好評でした。江風会奉拝局も、

卒業アルバムからクラブ写更を集めることを協力させていただきました。

梱佳∃閻　20　年10月1日（土）削3期生（1970年卒）還暦同窓会
生会館にて。詳

★3印のクラブはホームへ－ジがあります。江風会のホームページにリンクしています。

★他クラブもOB会連絡先を事務局へお知らせ下さい。お待ちしております。

山　岳　部

ソフトテニス部

陸　上　部

二二柔　道　部

二、二体　操　部

‾＿←ラクビ一部

二三サッカー部

‡三・野　球　部

琴　曲　部

工三・写　真　部

中　山　大介（38期）〒561－0882

和　中　　清（8期）〒560－0013

内横目賢　二（15期）〒532－0013

坪井伸　夫（17期）〒531－0064

筒蕗登志男（15期）〒533－0007

上　田　　連（16期）〒535－0004

堀野勝弘（7期）〒532－0013

小川　照雄（20期）〒567－0825
松本恵美子（11期）〒532－0012

木戸康博（10期）〒659－0004

豊中市南桜塚2－7－1－703

豊中市上野東1－28－8

大阪市淀川区木川西4－1－11

大阪市北区国分寺1－6－3

大阪市東淀川区相川2－24－29

大阪市旭区生江2－14－26

大阪市淀川区木川西1－12－29

茨木市園田呵9－7

大阪市淀川区木川東4－15－10－202

兵庫県芦屋市奥池南呵6－13

℡06－6852－5350

℡090－5013－6692

℡06－6305－5764

℡06－6358－4970

℡06－6340－2721

℡06－6925－5440

℡06－6303－0736

℡072－632－2025

℡06－6302－7794

℡0797－32－5565

・三・水泳部のOB会連絡先が不明てす。OB会連絡先を事務局へお知らせ下さい。

11大阪府立東淀川高等学校同窓会会報



。l讐？トラインl

江
風
会
の
み
な
さ
ま
、
永
ら
く

の
ご
無
沙
汰
、
ご
免
く
だ
さ
い
ま

せ
い
在
作
中
は
暖
か
い
ご
支
援
・
ご

協
力
を
賜
り
、
こ
こ
に
改
め
て
お

礼
を
申
し
卜
げ
ま
す

ロロロロロロロロロロロ■□□■口□□■〓「
」

振
り
返
り
ま
す
と
、
私
が
東
淀
川
高
等
学
校
の
校
長
と
し

て
着
任
い
た
し
ま
し
た
の
は
、
1
9
9
9
年
の
こ
と
で
し
た
．
ま

さ
に
2
0
0
0
年
と
い
う
新
し
い
「
十
年
如
」
へ
と
移
り
か
わ
ろ

う
と
す
る
節
目
の
時
期
で
し
た
∴
鱒
史
の
人
き
な
転
換
点
に

た
っ
て
い
る
と
の
思
い
を
強
く
し
た
こ
と
を
覚
え
て
い
ま
す

あ
れ
か
ら
、
1
0
余
牢
、
2
0
1
1
年
を
迎
え
た
今
年
、
チ
ュ
ニ

ジ
ア
の
政
変
に
始
ま
り
、
エ
ジ
プ
ト
の
政
変
と
中
東
が
大
き
く

揺
れ
て
い
ま
す
指
中
音
な
き
・
了
l
エ
ア
ル
な
き
、
多
数
の
群
衆

に
よ
る
暴
発
的
な
遊
動
の
う
ね
り
は
2
1
1枇
杷
の
新
し
い
タ
イ

プ
の
民
衆
革
命
と
も
い
う
べ
き
様
相
を
呈
し
て
い
ま
す
し
そ
の

広
が
り
の
速
さ
は
ま
さ
し
く
情
報
化
什
会
の
今
日
件
を
象
徴

し
て
い
ま
す
。
こ
の
効
き
は
ま
ち
が
い
な
く
中
東
諸
国
に
広
が

り
、
世
界
の
様
相
、
秩
序
を
人
き
く
変
え
る
こ
と
に
な
る
で

し
ょ
う
■
し
2
1
世
紀
が
直
面
す
る
最
大
の
国
際
問
題
の
幕
が
あ

さ
ま
し
た
が
、
こ
う
し
た
状
況
は
1
9
8
9
年
へ
ル
リ
ン
の
喋
が

崩
壊
し
、
冷
戦
体
制
が
終
焉
し
た
時
点
で
、
予
測
さ
れ
得
た
こ

と
で
あ
り
ま
す
。
日
本
も
こ
れ
を
対
岸
の
火
車
と
し
て
傍
観

す
る
こ
と
は
許
さ
れ
ま
せ
ん
・

本
日
は
、
戒
に
僧
越
と
は
存
じ
ま
す
が
、
近
頃
、
心
に
か
か

る
こ
と
を
少
し
ば
か
り
つ
ぶ
や
い
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
私
は

「
百
聞
は
一
見
に
如
か
ず
」
、
粍
会
が
許
せ
ば
、
海
外
か
ら
日
本

を
返
り
み
て
、
円
ら
の
た
ち
位
置
を
見
つ
め
直
し
ま
す
そ
の

た
び
に
日
本
が
い
か
に
恵
ま
れ
て
い
る
か
、
豊
か
な
目
映
州
、
穏
や

か
な
風
し
、
真
面
目
で
勤
勉
な
H
昆
性
等
々
、
何
は
と
も
あ

れ
、
誇
り
う
る
H
で
あ
る
と
の
感
を
強
く
い
た
し
ま
す
災
い

歴
史
の
中
で
、
先
人
の
知
恵
と
努
力
が
残
し
て
く
れ
た
貿
重

な
遺
産
で
す
。

で
は
、
足
下
の
日
本
は
ど
う
か
■
ノ
定
見
の
な
い
政
治
、
停
滞
す

る
経
済
、
戦
略
な
き
外
交
、
モ
ラ
ル
の
低
下
等
々
、
理
想
も
H

標
も
失
い
、
気
概
を
喪
失
し
て
漂
流
す
る
日
本
の
姿
が
映
り

ま
す
。
日
本
の
社
会
全
体
が
急
速
に
劣
化
し
っ
つ
あ
る
と
の
危

惧
を
砲
か
さ
れ
ま
す
。

内
外
と
も
に
混
迷
す
る
「
人
′
」
の
喫
緊
の
課
題
は
、
内
政
・
外

交
と
も
に
、
歴
史
に
対
す
る
深
い
洞
察
と
戦
略
・
ポ
リ
シ
ー
を

も
っ
て
日
本
の
拠
っ
て
立
つ
支
点
を
し
っ
か
り
定
め
る
こ
と
だ
と

考
え
ま
す
。
2
1
世
紀
の
あ
る
べ
き
方
向
へ
「
日
本
丸
」
を
導
い
て

い
か
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。

世
界
は
急
速
に
変
化
し
て
い
ま
す
∵
社
会
構
造
も
大
き
く

変
容
し
て
い
ま
す
。
こ
の
時
代
を
ど
う
乗
り
越
え
て
い
く
の

か
り
そ
の
日
堰
も
京
葉
な
今
日
的
課
題
は
や
は
り
「
教
育
」
に
あ

る
と
考
え
て
い
ま
す
。
た
く
ま
し
く
時
代
を
切
り
妬
い
て
い

く
、
「
日
立
心
を
も
っ
て
責
に
臼
」
と
し
た
「
人
」
を
育
て
て
い
く

こ
と
で
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
瞬
時
に
情
報
が
飛
び
交
う
時

代
で
す
。
私
た
ち
は
流
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
一
人
一
人
が
自
分
の

頭
で
考
え
、
自
分
の
足
で
し
っ
か
り
立
た
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
し
か
も
私
た
ち
は
孤
立
し
た
存
在
で
は
な
く
、
自
然
も
人

も
物
も
あ
ら
ゆ
る
関
連
性
の
中
で
生
か
さ
れ
て
い
る
存
在
で

す
n
そ
う
し
た
存
在
と
し
て
、
私
た
ち
は
、
ま
ず
一
人
一
人
が
‖

分
の
拠
っ
て
立
つ
と
こ
ろ
を
知
ら
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
「
知

る
こ
と
」
そ
れ
が
「
学
び
」
で
す
n
「
学
び
」
は
「
生
き
る
」
と
い
う

こ
と
に
′
．
‥
他
な
り
ま
せ
ん
。
そ
し
て
、
こ
の
「
学
び
へ
の
い
ざ
な
い
」

こ
そ
が
「
教
育
」
で
あ
り
ま
す
。

「
川
校
生
」
の
み
な
さ
ん
、
心
身
と
も
に
柔
軟
で
気
力
の
充

実
し
た
時
期
の
「
学
び
」
は
人
生
を
左
右
し
ま
す
。
謙
虚
に
学

び
、
臼
分
の
よ
る
べ
の
基
礎
を
築
い
て
い
き
ま
し
ょ
う

拉
後
に
お
釈
迦
さ
ま
の
言
葉
を
も
っ
て
、
つ
ぶ
や
き
の
終
わ

り
と
い
た
し
ま
す
■
㌧

「
お
の
れ
こ
そ
お
の
れ
の
よ
る
べ
、
他
の
誰
に
頼
ら
れ
よ
う
ぞ
」

「
よ
く
調
え
ら
れ
し
お
の
れ
こ
そ
、
ま
こ
と
得
が
た
き
よ
る
よ

る
べ
な
れ
」
　
（
「
法
旬
経
」
よ
り
）

川
高
教
育
の
一
層
の
充
実
を
期
待
す
る
と
と
も
に
川
高
な

ら
び
に
江
風
会
の
益
々
の
発
展
を
心
か
ら
祈
念
い
た
し
ま
す
。

川
十
回
か
ら
転
出
し
て
早
3
年
が

繹
ち
ま
す
。
在
作
の
1
5
年
間
に

は
、
皆
様
に
大
変
お
世
話
に
な
り

ま
し
た
∵
現
在
は
、
大
阪
府
立
山

川
高
等
学
校
に
勤
務
し
て
お
り

□　□　　　□　□　　　□　⊂1　　□　ロ　　　ロ　ロ　　　ロ
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ま
す
。
川
高
時
代
は
、
通
勤
時
間
が
1
0
分
足
ら
ず
だ
っ
た
の

が
、
人
′
で
は
5
0
分
に
激
増
し
ま
し
た
∵
山
田
高
校
は
、
大
阪
モ

ノ
レ
ー
ル
の
万
博
記
念
公
園
駅
か
ら
徒
歩
数
分
の
所
に
あ
り

ま
す
。
転
出
が
決
ま
っ
た
と
き
に
、
「
心
機
一
転
」
と
力
ん
で
は

み
た
も
の
の
、
3
年
締
っ
た
現
在
し
て
い
る
こ
と
と
J
H
え
ば
、
川

高
時
代
と
何
も
変
わ
ら
ず
、
部
活
動
で
は
、
降
し
部
を
持
ち

続
け
、
土
曜
日
の
数
学
講
習
を
や
り
、
時
間
制
を
祉
ん
た
り
、

入
試
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
係
を
し
た
り
と
、
ほ
と
ん
ど
川
島
で
学
ん

だ
事
ば
か
り
を
し
て
い
る
よ
う
な
矢
が
し
ま
す

私
も
も
う
∽
歳
を
過
ぎ
て
し
ば
ら
く
た
ち
、
成
人
柄
の
嫡

魔
が
忍
び
寄
っ
て
来
る
頃
と
な
り
ま
し
た
少
し
で
も
健
廉
の

た
め
と
ラ
ン
ニ
ン
グ
を
始
め
ま
し
た
ゝ
万
博
の
外
周
1
周
5
k
m

が
日
課
と
な
っ
て
い
ま
す
。
八
■
－
牢
か
ら
開
催
の
大
阪
マ
ラ
ソ
ン
に

で
も
出
場
で
き
れ
ば
い
い
な
あ
と
思
っ
て
い
ま
す
．
マ
ラ
ソ
ン
の

よ
う
に
少
し
ず
つ
で
も
前
進
し
て
い
く
つ
も
り
で
す

川
島
に
は
、
江
風
会
の
総
会
と
陸
上
部
の
O
B
会
の
時
に

し
か
、
行
か
な
く
な
り
ま
し
た
が
、
ま
た
、
み
な
さ
ん
と
は
、
総

会
で
お
会
い
し
た
い
も
の
で
す
′
そ
の
と
き
を
楽
し
み
に
し
て
い

ま
す



「■‾‾「　 ●管理職等　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 帽 2榊 即日付

重 要 ．蓋≡董

）疋
川 国 語

（転　出〉 くく」転l 脚〉〉　　　　　　　　　　 】

湯董　裕　　　 西濱屋川高校長

星野　一顧　　 施設財務課学校事務支援センター長 山科　智裕　　 中央市場

山本 眞理子 環境衛生課（水道企業団）　（転 出〉

（（・転卜火〉〉）　　　　　　　　　　 l

田口　幸子　　 千里青雲高 細川　 縫製　　 新採
同　　　 ‾‾‾縫　合 橋本　 佳三　　 山田高 世羅田　順治　 新採　 東淀川高
等　　　　 社　会 長橋　　 拷　　 退重電
学　　　　 教　学 佐藤 秀幸 池田高

福重 紀子 退職 再任 今宮工科

校　　　　 理 科 板野　 順一　　 西淀川高
当　　　　 養　護 梶本　 夷紀子　 農芸高

契　 実緋　 二一 一一一一　　　　 騎 木 恵美 再任 山田高　●期限付講師

里
勤　 理 科

　　情 報

〈退　 貯〉 くく採 l用〉）
「竺 鱒　 二 不可三　卓也　 H 23．4．4付産休代替

持 鱒＿＿奉 ＝ 二 二

〈運動釘〉

■硬式野球部

春季大会　1回戦

選手権大会1画塑
秋季大会　1回戦

■陸上競技部

大阪陸上選手権大会　8種競妻薫染　6位
大阪シュ二ア陸上競技選手権大会

やり手劉ナ　第2位

■弓遵部

大阪高等学校弓道春季大会　男子団体　覚2位
発65回国民体市大会　第4位
近猷高等学校弓道大会　男子個人の緋　優勝
新人戦瀬全国選抜大会大阪府個人予選

第4位・第5位
同団体予醤
Aチーム優勝
Bチーム第3位

蔦7回大阪公立佼弓道大会　第3位

■ホウリンク部

文都科学大臣第17回全国高等学校対抗
ボウリンク選手権大会出場

女子　7位入賞

■サッカー部

大阪高校吾季サッカー大会　2回戦
∪18サッカーリーク3跡豊能フロック

Aクルーフ第4位
北摂リーク2010　Aリーク全勝優勝
大晦高校新人サンカー大会　3回戦

2010年度　クラブ実紙

■女子硬式テニス部

大阪高等学校総合体育大会テニス大会
女子シンクルス予選優勝・予選決勝進出

大阪高校サマーテニストーナメント
女手シングルス予選優勝　本戦2日戦進出

女子ダブルス予選優勝　本戦2匝】戦進出
春季赤坂杯テニストーナメント

女子シングルス予選優勝

■男子硬式テニス部

大阪公立高校テニス大会
シングルス　優勝

・春季赤坂杯テニストーナメント
シンクルス　準優勝

秋季赤坂杯テニストーナメント
シングルス　優勝

池村杯大阪サマージュニアテニス選手権
シングルス　本戦　2t司戦進出

■男子バスケットボール部

全国高額総合体市大会　3回軌敗退
・大晦高校総合体育大会　3回戦敗遺

墨中市会長杯バスケットボール大会
準優勝（2年連続）

・北地区公立高校大会
フロック優勝　決勝大会　準優勝

第33回小前杯バスケットボール大会　4位
大阪高校新人大会　3回戦敗退

■女子バスケットボール部

インターハイ予選　2国戦
大版高等学校総合体育大会　2回戦
空中而会長杯　7位
新人戦　2回戦

■タンス部

日本高校タンス誹選手権
DANCESTUDEUM西日本大会　参加

■ハトミントン部

大飯高等学校揺合体育大会バドミントン競技の郡
壱　ベスト16
蜃　ベスト64

■うクビ一部

全国高校ラクビー大阪府予選出場　敗退
近絶大会大阪府予選1回戦敗退

★トも・＿ヤー一郎辻11トンう十㌧‾＿一弘‾磨り孝㌧j

現1．才刀根：＿∴√ち托し・二】・き　巧く・二・∴・・ノー

て可T　∴ネ：‾＼｝＿丁遁≠：「．ミヤ■

（文化部〉

■善道部

大阪府高等学校芸術文化祭書道部門
奨励策　2名

大阪府高等学校書道コンクール
捗門大草1名

大阪天満宮書き初め屈　入賞■　4名

■美術部

策1学区第1フロック高校美術・工芸展　準クランプリ

■吹奏楽部

大阪府吹奏楽コンクール　北地区大会　金賞
大阪府アンサンブルコンテスト　フルート三重奏　観賞

ロ
初
め
て
「
会
報
」
作
り
に
参
加
し
ま
し

た
。
年
明
け
早
々
の
一
月
八
R
「
顎
一
回
編
集

会
議
で
大
枠
を
決
め
、
各
自
の
分
担
も
決

め
ま
し
た
。
二
度
目
は
二
月
四
日
、
分
担
し

た
記
事
も
集
ま
り
∵
し
わ
だ
っ
た
ら
菜
勝
だ

と
居
っ
て
い
ま
し
た
。

と
こ
ろ
が
…
ご
」
こ
か
ら
が
大
変
で
し

た
。
広
告
担
当
の
小
松
さ
ん
は
税
理
士
で

す
三
二
二
月
は
一
年
で
一
番
忙
し
い
時
期
。

事
務
局
の
松
本
さ
ん
は
琴
の
演
奏
家
、
二
、

三
月
は
沢
山
の
イ
へ
ン
ト
を
抱
え
て
い
ま

す
ご
こ
の
忙
し
い
二
人
を
中
心
に
、
大
嶋
会

長
、
両
署
が
広
告
取
り
に
奔
走
し
て
く
れ
ま

し
た
。
お
蔭
で
何
と
か
タ
イ
ム
リ
ミ
ッ
ト
に

間
に
合
い
ま
し
た
。

さ
て
、
今
国
の
「
会
報
T
H
E
川
高
」
は
、

「
江
風
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
」
と
コ
ラ
ボ
レ
ー

シ
ョ
ン
し
て
い
ま
す
。
ま
だ
「
江
風
会
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
」
を
知
ら
な
い
会
員
の
方
の
た
め
に
、

案
内
の
ペ
ー
ジ
に
力
を
入
れ
ま
し
た
。
ぜ
ひ

一
度
覗
い
て
み
て
く
だ
さ
い
ね
二
児
玉
）

ロ
今
年
は
、
会
報
誌
二
八
百
∵
・
と
昨
年
の
倍
、

会
員
全
員
に
発
送
す
る
年
の
為
、
通
常
よ
り

早
綿
に
発
送
作
業
業
者
に
届
け
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
五
月
の
総
会
に
向
け
て
連
休

前
頃
に
会
員
の
皆
さ
ん
の
手
元
に
届
け
る

為
の
時
間
と
の
闘
い
の
日
々
が
続
き
ま
す
。

で
も
、
昨
年
か
ら
広
報
役
員
に
同
期
（
十

一
期
）
の
児
玉
さ
ん
と
い
う
、
強
い
味
方
を

得
て
百
人
力
で
す
。
企
画
ペ
ー
ジ
も
あ
り
、

会
員
の
皆
様
に
喜
ん
で
頂
け
る
内
容
に

な
っ
て
い
る
か
と
役
員
達
は
自
画
自
賛
し

て
お
り
ま
す
。

グ
ル
メ
マ
ッ
プ
も
今
回
は
母
校
の
あ
る
淀

川
区
を
中
心
に
お
声
か
け
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
先
払
の
店
、
同
期
、
後
輩
の
店

…
。
さ
す
が
川
校
出
身
者
と
思
わ
せ
ら
れ

る
納
得
の
味
で
す
ー
。
毎
月
第
〇
、
〇
曜
R

は
あ
の
店
で
、
と
「
月
一
同
窓
会
」
も
関
か
れ

て
い
る
と
聞
い
て
い
ま
す
。
「
江
風
会
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
」
は
情
報
満
載
で
す
。

「
江
風
合
」
は
、
会
員
相
互
の
交
流
が
今

後
益
々
盛
ん
に
な
り
ま
す
よ
う
に
努
め
て

ま
い
り
ま
す
二
松
本
）
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協 賛 広 告

　 ホーム ドクターとして頑 張っています

ネオ・ペヅソ動物病院グループ 上 田 獣 医 科 病 院

　　　獣医師・院長 上 田 達 （16期） … 最
諾 斑 認 諾 慧 慧三三1豊 吉慧よだ霊 三豊 Ey。慧 禁 ：…霊－3580　 ≡喜灘 軋 蒜

淀 川 電 栄 （株 ）
路地t実M 犠イベントホールっイ

甘 ．；モ鶉l
　元気にな盲

がうみんながd

プハウス・大
をしよ

i■．lI・て　●　■

代表取締役　　　　 〒555－0032　大阪市西淀川区大和田4－12－5
旨 太 小 屋 扇⊂＝E

ヨ越

山 地 和 夫 （11期） T E Lヤ6‾6　　　　E一m 訓I y471－5678 FA X．06・6474・0236

O do den2＠m bl．kisw eb．ne．jp

530－0031大阪市北区菅栄喝3－15℡06－と　http：／／www．eOnet．ne．JP／neta30ya

：：：巳■一行¶■平行汀R陀℡万l■l●1■■■●月l

6353－6984
8／

音 感 l ＝無 し ∧ 1 億 し い を 日 吉 〃
柴 崎 ペ ッ ト病 院

（方痔をつ（り苦しょう）

鼻 半 合　 会長 監 禁孟 禁 遠 ） 獣医師 柴崎宏平 （16期）

〒564－0036吹田而寿呵1丁目14番17号
TEL．0 6－6 3 8 1－6 1 7 0

〒665－0802　兵庫県宝塚市花屋敷荘園4－2－11 Tel．072ノ759－1881

夜は天川 （天の川）の地名 にふさわしく 瓦 ‰J 会社

田 中 建 築 設 計 事 務 所プラネタリウムのような星 空が広 がっています。

四季折 々の野 花 、そして青野 の桜 、牡丹 鍋 認諾左田中 広 一 （16柑い

蒜 ご還 「抑 家 」 田 辺 実 （脚 数 農㌣川・189－9 〒532－0035人阪Ilバ定日‖メ二二ilI帆も2・tトボ
TeL06－6308－7062 Fax．06－6308－＆198
HPアドレスhttp：．Wlヽ’Wll．（）ぐn．ne．ip l乙lO．a
E－mail 【ao（奉alpha．OCTLne．jp

濱 野 建 材 株 式 会 社 調剤薬局チェーン 不動産総合コンサルティング業務

紗 か 堕賃 局 喜欝 莞脛 3管告59‾13

⑳ 署 み 賃 局 至監 慧豊駕官許 11

笥 憾壷 賀 層 雲監 認豊駕繋ぎ2■16

（投資・調査・仲介・管理）

代表卵 役 濱 野 恭 平 （11期） 総 合 コ．ン サ ル テ イン ク

〒564－0024 大阪府吹田市高城町4番4号　TEL．06－638 1－9323 田 中 博 行 （11期）　　　1－⊃

【H P】http：／／hamanOk即Zal．COm／
［E－mail］hamano＿k nzaL1974＠yaho0．CO．jp

薬局長宮原 孝之 （16期） T663－8183 西昌市里中町H －19－10 7
台0798－49・2000 sougou－t＠sea．plala．0日P

やごこ1√翠 二、－、、さ．、田 出 孟
j′′／

　 ▲■

イベント企画・派遺 ◎協鷺広告のお贋い◎
音 夢 ネ ットワ ー ク 会報誌発行にかかる費用は、会員皆様の年会

パ ソ コ ン 教 室 賛・協力金で賄われておりますが、年々 会員数も
代表＝松本 恵美子 （真珠） 増加し、これらでは賄いきれない状況となって

児玉 京子 （11期） （11川巧鞘㍍削 おります。つきましては、会員をはじめ関係企業
〒532－0012大阪市淀川区木川乗4－15－10－202 の方々 に協揮広告のご協力をお願いしておりま

江凰会ホームページ管理人 Tl∋1090－8880－5196 すので、なにとぞ宜しくお願いいたします。
堺市北区新金岡町2－5－9－602 https：／／sjbS．gOOgk．COm／Slte／nemunetwDrk／home 寮カラー化こ相談下さい。

ht巾：／／homepage2．nif吋．com／genkinodenlpaSOkon E－mail shmjunemunetwo「k＠gm∈州．com 一口・・・10．000円～

調Ll合わせは…江風会事務局

卜a ）塾 型弧 転塾出藍訝 ′′U q X 臥 爪‾ムへ‾ソ∽お問い□ロマかlb
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．しぎ＿iJ－

現在「江風会」では、会員相互の親睦・通常とさらなる発展のために、毎年度さまざまな

活動を行っています。

■総会・親睦会の開催　■会報誌の発行

『年会費の管理

■ホームページの運営

リニューアル

しました

■母校文化祭“川高祭”への参加

携帯サイトからも
ご矧こなれます。

http：／kofu－kaLcom

⑳◎00⑳○
あなたの少しの時間とお知恵を校友のためにお貸し下さい。

ご協力いただける方は、江風会事務局までご連絡下さい。

道営基本方針　　江風会のさらなる活性化　HPを活用し、江風会及び会員相互の

ネットワークづくりと連携の絆を深める。

おもな事慧　　会報誌の発行…5月1日　　檎会開催…5月第4田曜田予定

■同窓会活動のすべてを支えているのは、あなたの年会費です。

事務局では同窓会活性化へ向けて歴代の役員が思案・思索を重ねております。活動の

すべてを支えているのは、会員の菅棟の年会費です。転居等で会員の消息が把掘でき

ない等、ままならない点もございますが、同窓会活動活性化のためにぜひ、皆様のご協力・

ご支接を重ねてお願い申し1二げます。

■同期会、同窓会、OB会の開催案内等、幹事の方お知らせください。

江風会活動活性化の源である同期会、同窓会、OB会の案内予定、告知等、事頗局

までご連絡下さい〔〕ホームページもご清川ください．

この会報は素淀川高校江見毒より正式依頼を受けて発送いたしております。

。株式会社精稿社〒532－0023大阪而淀川区十三東1－14－18　電話06（6301〉3341
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